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通 報 者 FranciscoJuan
Larranaga
当 事 国 フィリピン
通 報 日 2005年 8月15日
見 解 採 択 日 2006年 7月24日
条 約 批 准 日 1986年 10月23日
事案の概要
1 通報者は,1999年 5月,6名の共犯者 と
共に,被害者 Aに対する誘拐 ･監禁の罪によ
り刑事裁判所 で有罪判決 を受 け,reclusion
perpetua(一定期間後仮釈放の可能性がある終
身刑)を言い渡された｡通報者はこの判決を不
服 として上告 したが,最高裁は前審で無罪 とさ






















































7) 起訴から再審請求の却下 まで7年 10ヶ月
とい う裁判遅延に合理的理由は認められず,



































































































条 1項,2項,3項 (b)(C)(d)(e), 同5項
にそれぞれ違反 しており,当事国は通報者に対
して死刑の減軽や仮釈放の早期検討を含む効果
的な救済を提供 し,かつ,将来同様の違反行為
を防止する義務を負 う｡
(担当 :小豆津史絵)
